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会 議 名 第３回 武蔵村山市公共下水道事業財政健全化検討委員会 

開 催 日 時 平成２３年８月２６日（金） 午前１０時００分 ～  １１時３０分 

開 催 場 所 市役所４階 ４０２Ｂ会議室 

出 席 者 及 

欠 席 者 

出席者：賀川委員、諸江委員、乃一委員、石川委員、井上委員、 

木内委員、峯岸委員、島田委員、榎本委員、坂元委員 

欠席者：なし 

議 題 
１ 下水道事業の財政状況等について 

２ その他 

結 論 

（決定した方針、残された

問題点、保留事項等を記

載する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題１について： 「下水道事業の財政状況等について」を事務局より説明。 

 （保留事項等）・資料３「起債償還済額、償還予定額及び年度末残高」の表の作り

方を工夫してわかりやすい表にしていただきたい。 

          → 今後の検討事項とする。 

・資料５「使用料対象経費の算出」の表において細目を維持管理費

や資本費に分けて表示するほうがわかりやすい。 

→ 次回の会議までに修正した資料を提示する。 

・各市において財政健全化検討委員会のような会議を行っている市

が２６市中、何市あるか調査していただきたい。 

→ 次回の会議までに調査する。 

・徴収委託料は１件当たりの金額は。 

→ 次回の会議までに調査する。 

・今後の流域負担金の見込み額、長寿命化、耐震化等についての今

後の見込み額。 

           → 次回の会議において資料として提示する。 

         

議題２について：①第２回検討委員会における会議録の承認については、「武蔵村山

市附属機関等の会議及び会議録の公開に関する指針」第１１条

の規定により、会議において承認され確定された。 

②今後の会議の開催予定について事務局から説明。 

         第５回目を１０月２４日（月）午前１０時の開催の予定で承認

された。 

 

式次第 

○ 議 題 

 １ 下水道事業の財政状況等について 

 

 ２ その他 

 

 

第４号様式（第１０条関係） 

会    議    録  （要旨） 
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審 議 経 過 

（主な意見等を原則として

発言順に記載し、同一内

容は一つにまとめる。） 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様おはようございます。 

本日は御多忙のところ、御出席いただきましてありがとうございます。 

それでは、ただ今より第３回武蔵村山市公共下水道事業財政健全化検 

討委員会を開催いたします。 

本日の出席委員は、１０名であります。 

武蔵村山市公共下水道事業財政健全化検討委員会設置要綱第５条第

２項の規定により、定足数に達しております。 

これより、議題１「下水道事業の財政状況等について」を議題といた

します。 

 事務局より説明をお願いします。 

     ……………資料の確認…………… 

それでは資料の御説明をさせていただきます。 

「資料１ 平成２２年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の内訳」に

つきまして御説明させていただきます。 

 はじめに歳入ですが、款１「分担金及び負担金」、横に行きまして項

１「負担金」、目１「下水道事業受益者負担金」細目「下水道事業受益

者負担金」ですが、特定の事業により著しい利益を受ける方に対して、

その利益を受ける限度において、事業費の一部を負担していただくも

ので、この場合、下水道が供用開始されることによりまして、利益を

受ける方から受益者負担金を徴収させていただいております。 

ほとんどのお宅では、既に、供用を開始した時に負担金を納めてい

ただいておりますが、現在、耕作をしている農地であるとか、山林に

つきましては、徴収を一時的に猶予する制度がございます。 

これら、負担金の納付を猶予していた土地を宅地開発などによって

農地等から宅地にした場合、猶予を解除して受益者負担金を納めてい

ただくものであり、平成２２年度に納めていただいた受益者負担金の

歳入がこちらになります。 

まず、現年分でございますが、収入済額は７６件で、３２３万１，

２５０円で、前年度と比べますと件数で１４件の減で、金額では、１

３０万１，６２０円の減、率にしまして２８．７％の減でございます。 

続きまして、款２「使用料及び手数料」、項１「使用料」、目１「下

水道使用料」、細目「下水道使用料」ですが まず、現年分でございま

すが、収入済額が１０億７，６２０万５，６７１円で、前年度と比べ

ますと３，７０７万６，３６７円の増で、３．６％の増でございます。 

現年度使用料の増額になった主な理由は、大口使用者の使用料の増

に伴うものでございます。 

 次に、収入未済額でございますが、４９１万１１３円で、前年度と

比べますと１１万１，２６５円の減、率にしますと２．２％の減でご

ざいます。 

なお、収納率でございますが、９９．５％で、前年度と同様となっ
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ております。 

次に滞納繰越分でございますが、収入済額４８４万３，６２４円で、

前年度と比べますと２５万８，９３６円の減で、５．１％の減でござ

います。 

なお、収納率でございますが、５１．２％で、対前年度比３．５％

の増でございます。 

次に、収入未済額でございますが、１９８万９，１０５円で、前年

度と比べますと２４５万６，８１４円の減、５５．３％の減でござい

ます。 

 なお、不納欠損額でございますが、２６２万８，５５３円で、前年

度と比べますと１４８万８，３９７円の増、１３０．５％の増でござ

います。 

続きまして、同じく款２「使用料及び手数料」、項２「手数料」、目

１「下水道手数料」、細目「指定申請等手数料」ですが、下水道工事を

行うために必要となる、下水道指定工事店の申請や責任技術者の登録

に伴う手数料収入で、８０件４０万５，０００円で、前年度と比べま

すと１９万３，８００円の増で、９１．８％の増でございます。 

続きまして、款３「国庫支出金」及びそのひとつ下の款４ 「都支

出金」ですが、それぞれ、平成２３年３月に策定いたしました「武蔵

村山市下水道プラン」に対する国と東京都からの補助金で、国から１

５０万円、東京都からの７万５，０００円でございます。 

続きまして、款５「財産収入」、項１「財産運用収入」、目１「基金

運用収入」、細目「基金利子」ですが、下水道事業建設基金利子と水洗

便所改造資金融資基金利子の２つの基金利子で２，８２７円ございま

す。 

 続きまして、項２の「財産売払収入」はございませんでした。 

続きまして、款６「繰入金」、項１「一般会計繰入金」、目１「一般

会計繰入金」、細目「一般会計繰入金」ですが、３億２，４３９万６，

０００円で、前年度と比べますと８，８５２万円の減で、２１．４％

の減でございます。 

続きまして、款７「繰越金」、項１「繰越金」、目１「繰越金」、細目

「繰越金」ですが、平成２１年度から平成２２年度に繰り越されまし

た繰越金ですが７，３７５万４，７１０円で、前年度と比べますと４，

０４５万２，９５９円の増額で、２１．５％の増でございます。 

続きまして、款８「諸収入」、項１「延滞金加算金及び過料」、項２

「市預金利子」につきましては収入がありませんでした。 

続きまして、項３「雑入」、目１「滞納処分費」につきましてはあり

ませんでした。 

 続きまして、目２「雑入」、細目「雑入」ですが１７５万７，７３９

円で、前年度と比べますと７１万８，６０４円の増で６９．２％の増
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でございます。 

 雑入の内訳ですが、他市町との委託規約に基づく負担金ですが、こ

れは東大和市及び瑞穂町の一部の世帯が武蔵村山市区域内に汚水を流

していることから負担金として２９万２，７７９円をいただいており

ます。 

次に、多摩川流域下水道建設事業基地負担金ですが、多摩川水再生

センターに横田基地から排出される汚水が流入しているため、武蔵村

山市が納める「多摩川流域建設事業負担金」の一部を「基地負担分」

として国から負担金として７４万２，０００円納入されております。 

 次に、公共下水道損傷負担金ですが、特定の使用者が原因で公共下

水道の管渠に詰まりが生じた場合に、管渠の清掃費用、修繕費用等を

原因者に負担させるもので、５０万１，０６０円の納入がございまし

た。 

 続きまして、款９「市債」、項１「市債」、目１「下水道債」、細目「公

共下水道事業債」ですが４７０万円で、前年度と比べますと１００万

円の減額になっております。 

 続きまして、細目「流域下水道事業債」ですが、１，５９０万円で、

前年度と比べますと２，０８０万円の減額でございます。 

これは、多摩川水再生センターと清瀬水再生センターの建設事業負

担金に充てられるものでございます。 

現計予算で１４億８，０６７万７，０００円、収入済額が１５億６

７７万１，８２１円で歳入での執行率は、１０１．８％でございます。 

続きまして、「歳出決算の内訳」につきましてご説明させていただきま

す。 

款１「総務費」、項１「総務管理費」、目１「一般管理費」、細目１「職

員人件費」でございますが、７，４４３万７，３５３円で、前年度に

比べますと６３５万３，５７２円の減で、７．９％の減でございます。

減の主な理由といたしましては、退職職員の補充が行われず、職員が

１名減になったことによる減でございます。 

続きまして、細目２「一般管理経費」でございますが、２，６８４

万５，１９９円で、前年度に比べますと６７１万５，５１１円の増で、

３３．４％の増でございます。この項目の主な歳出といたしますと消

費税納税額の増が主な要因であります。 

 続きまして、細目３「受益者負担金徴収事務経費」、細目４ 「車両

管理経費」及びその下にございます目２「水洗化普及費」、１「水洗化

普及経費」でございますが、毎年経常的に支出されている経費という

ことでご理解いただきたいと思います。 

 続きまして、目３「業務費」、細目１「下水道使用料徴収事務経費」

でございますが、支出済額で、７，１３５万９，４６７円で、対前年

度比７８８万７，７１７円の減で、１０．０％の減でございます。 
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 減の主な理由といたしましては、前年度に比べ、過年度精算額が増

となったことに伴い、減額となったものであります。 

続きまして、目４「下水道事業建設基金費」、細目１「下水道事業建

設基金積立金」でございますが、下水道事業建設基金から生じた利子

を基金に積み立てるものでございます。 

 款２「事業費」、項１「施設管理費」、目１「維持管理費」、細目１「管

渠維持管理費」でございますが、７，３２８万８，６９８円で、前年

度に比べますと１，６０７万７，９６８円の増額で２８．１％の増で

ございます。 

主な項目につきまして説明させていただきますと、まず、はじめに、

下水道台帳作成委託料でございますが、１５６万７，０００円で、前

年度に比べますと２７万８，０００円の減で１５．1％の減でございま

す。 

 これは市内に敷設されている下水道管等の状況を電子データで管理

するための委託料でございます。 

 続きまして、管渠清掃委託料でございますが、支出額は、１，１２

３万５，０００円で、前年度に比べますと２１万円の増額で、１．９％

の増でございます。 

下水道管渠の清掃状況ですが、市内全域を八つの区域に分けまして、

その内のひとつの区域を毎年、順次、洗浄等による清掃を行い、下水

道管渠の維持管理に努めております。 

続きまして、管渠維持管理等委託料でございますが、支出額は、２

５０万３，１８３円で、前年度に比べますと４９万１，９４４円の増

額で、２４．５％の増でございます。 

 これは突発的な管渠の詰まり等が発生した場合に、洗浄清掃等を実

施しているものであります。 

 続きまして、管渠補修等工事でございますが、支出額は、５，３２

５万１，８８３円で、前年度に比べますと１，６０６万６，６３１円

の増額で、４３．２％の増でございます。 

 これは、道路補修工事などにより、マンホールと道路面の高さ調整

が必要になった場合に、当該道路改修工事と併せて行う工事及び管渠

の補修やマンホールの蓋のガタツキなどの補修等の費用となります。 

 続きまして、水質検査負担金でございますが、支出額は、２１８万

２，１２１円で、前年度に比べますと１５万４，７５９円の減額で、

６．６％の減でございます。 

 これは、市内にあります特定の事業所及び本市の公共下水道と流域

幹線が接続している箇所について、年４回の水質検査を実施するため

の費用です。 

 細目２「流域下水道維持管理負担経費」でございますが、３億５，

７１６万９３６円で、前年度と比べますと、１，５００万３４８円の
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増で、４．４％の増でございます。 

 これは、本市から排出される汚水を水再生センターで処理するため

の経費で、東京都へ負担金として支出しているものであります。 

なお、汚水処理に伴う市の負担金は、１立方メートル当たり３８円

となっており、多摩川流域分が１億７，１１６万７，９２２円、荒川

流域分が１億８，５９９万３，０１４円でございます。 

続きまして、目２「施設改良費」、細目１「施設改良経費」でござい

ますが、都道、市道の道路改修工事に伴い支障となる下水道施設（管

渠、汚水桝、取付管など）を移設する費用ですが、平成２２年度に工

事がございませんでしたので、支出はありません。 

 項２「建設費」、目１「公共下水道建設費」、細目１「公共下水道建

設事業費」でございますが、３，１４７万１，６１９円で、前年度に

比べますと１，０５７万５，１１１円の増額で５０．６％の増でござ

います。 

 主な項目につきまして説明させていただきます。 

公共下水道管渠敷設等工事でございますが、１，７４５万５，１９９

円で、前年度に比べますと１００万３５７円の減額で５．４％の減で

ございます。 

  内訳ですが、公共下水道管渠敷設工事を１件行ないました。工事内

容でございますが、管径２００ｍｍの管を１０２．３ｍ、人孔を３箇

所設置いたしました。 

また、汚水桝設置工事でございますが、地権者からの申請に基づき

まして、３０箇所設置いたしました。 

次に、下水道プラン策定業務委託料、４１９万４，７５０円ですが、

平成２３年３月に策定いたしました、下水道の総合的な計画でありま

す「武蔵村山市下水道プラン」の策定に伴う業務委託料でございます。 

次に、下水道事業認可変更等委託料でございますが、下水道雨水、

及び下水道汚水の事業認可の期限が本年３月末日をもって満了となる

ため、これを５年間延伸し、平成２８年３月末日とするための各種業

務委託料でございます。 

次に、その下の測量調査委託料、不動産鑑定評価委託料、公共下水

道用地整備工事、用地取得費、物件補償費等までですが、これは従前

から個人の所有する土地に下水道管渠が埋設されていたことから、土

地所有者から管渠の移設又は土地の取得の要望が出され、平成２２年

度に土地を取得し、「下水道の資材置き場」として活用しているもので、

これにともなう用地取得関連費用及び資材置き場としての整備費用と

なっております。 

続きまして、目２「流域下水道建設費」、細目１「流域下水道建設事

業負担経費」でございますが、１，６３３万５，４９３円で、前年度

に比べますと２，１１８万８，１１９円の減額で５６．５％の減でご
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ざいます。 

これは、多摩川上流水再生センター及び清瀬水再生センターの施設

整備工事の市負担分となっております。 

続きまして、款１「公債費」、項１「公債費」、目１「元金」、細目１「借

入金償還経費」でございますが、６億２，７０５万７，７６０円で、

前年度に比べますと２，２４９万５，７８５円の減額で３．５％の減

でございます。 

この項目の内訳といたしましては、長期債元金償還金の公共下水道

分が５億４，１４６万４，８１９円、流域下水道分が８，５５９万２，

９４１円でございます。 

続きまして、目２「利子」、細目１「借入金利子支払経費」でござい

ますが、１億６，０１９万２，６８０円で、前年度に比べますと１，

７７６万３，７９０円の減額で１０％の減でございます。 

内訳ですが、長期債利子の公共下水道分が１億２，９２６万５，２

６５円、流域下水道分が３，０９２万７，４１５円となっております。 

最後に、款４「予備費」ですが、こちらは支出がございませんでし

た。 

以上、現計予算で１４億８，０６７万７，０００円、支出済額が１

４億３，８４５万５３０円で歳出の執行率は、９７．１％でございま

す。 

支出済額で見ますと前年度と比べますと２，７４８万７，３４６円

の減額で、１．８８％の減でございます。 

続きまして、「資料２ 東京都２６市下水道事業特別会計決算状況

（平成２２年度）」につきましてご説明申し上げます。 

はじめに、歳入合計及び歳出合計でございますが、市の規模が異な

ることから２６市を比べることはなかなか難しいところがあります

が、まず、歳入合計でございますが、２６市で一番決算数字が大きい

のが、八王子市の１３３億１，２６０万５，０００円で、２６市の平

均では、４１億３，４８８万２，０００円で、本市が１５億６７７万

１，０００円(２６市の中で２４番目)でございます。 

続きまして、歳出合計でございますが、２６市で一番決算数字が大

きいのが、歳入合計と同様に、八王子市の１３２億６，０８６万円で、

２６市の平均では、４０億４，７７５万６，０００円で、本市の場合

は、１４億３，８４５万円(２６市中２５番目)でございます。 

 続きまして、その隣になりまして下水道使用料でございますが、２

６市で一番多いのが、八王子市の８１億８，６４２万８，０００円で、

２６市の平均では、１９億８，９５７万４，０００円で、本市の場合

は、１０億８，１０４万９，０００円で２６市の中で１７番目でござ

います。 

歳出に占める下水道使用料の割合でございますが、２６市で一番高
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いのが、多摩市の８９．２％で、２６市の平均では、４９．２％で、

本市の場合は、７５．２％でございます。 

 続きまして、他会計繰入金でございますが、２６市で一番多いのが、

八王子市の４２億６，７３７万３，０００円で、２６市の平均では、

１２億８，３５２万８，０００円で、本市の場合は、３億２，４３９

万６，０００円で２６市の中で多い方から２３番目でございます。 

歳出に占める繰入金の割合でございますが、２６市で一番高いのが、

国分寺市の５２．３％で、２６市の平均では、３１．７％で、本市の

場合は、２２．６％で上から２１番目でございます。 

 続きまして、地方債残高でございますが、元金、利子を合わせまし

て、一番多いのが、八王子市の１，２２７億８，８０６万６，０００

円で、２６市の平均では、２１７億５，６２２万５，０００円で、本

市の場合は、４７億２００万２，０００円でございます。 

 続きまして、「資料３ 起債償還済額、今後の償還予定額及び起債年

度末別残高につきまして御説明申し上げます。 

まず、はじめに、「１起債償還済額、償還予定額（平成１８年度～平

成２７年度）」につきまして御説明申し上げます。 

 この資料でございますが、過去５年間の起債償還済額と、これから

の５年間の償還予定額の１０年間を表にさせていただきました。 

平成１９、２０年度につきましては、「補償金免除繰上償還」を実施

した関係から、元金、利子を含めまして２６億９，２５５万９，２７

０円、１１億５，１０９万１，０５９円と高額償還となっております

が、今年度、平成２３年度は７億４，２０６万１，９１３円、以後、

低減してまいりまして、平成２７年度には３億６，６９０万９，９７

８円となる見込みであります。 

 続きまして、「２ 起債年度末残高」でございますが、平成２３年度

において、元金、利子を含めまして３９億５，９９４万２，９８８円

を予定しておりますが、５年後の平成２７年度には、１８億７．０７

８万２３８円となり平成２３年度の残高予定額と比べ２０億８，９１

６万２，７５０円の減額、率にしまして５２．８％の減となります。 

続きまして、「資料４ 使用料対象経費及び経費回収率の算出方法」

について説明させていただきます。 

回収率については、第１回目の検討委員会の際にも御説明させてい

ただきましたが、下水道の使用料としていただいたものに対して維持

管理費、資本費の合計額で割ったものが回収率となっておりまして、

下水道財源の状況を示す数値となりますということをお話させていた

だきました。 

そこで維持管理経費の使用料対象経費でございますが、まず、職員

人件費ですが、３，９８８万４，０００円、一般管理経費、消費税、

嘱託職員報酬等でございますが、２，６６９万２，０００円なります。
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次に、車両管理経費が１４万４，０００円、下水道使用料徴収事務経

費が７，１３５万９，０００円、維持管理経費が７，１１０万７，０

００円、流域下水道維持管理負担経費が３億５，６２１万円で合計が

５億６，５３９万６，０００円となります。 

 続きまして、資本費の対象経費でございますが、借入金償還経費（元

金）が３億５，１７１万円、借入金利子支払経費が８，４２１万４，

０００円で合計が４億３，５９２万４，０００円となりまして、平成

２２年度決算の維持管理費及び資本費の使用料対象経費の合計が１０

億１３２万円となります。 

 続きまして、平成２２年度下水道使用料収入が１０億８，１０４万

９，０００円、平成２２年度有収水量が８６３万４，０００立方メー

トルで、これらを基に算出しますと、下水道使用料の１立方メートル

当たりの平均単価が１２５．２円に、汚水を１立方メートル処理する

ための経費が１１６円に、維持管理経費が６５．５円に、資本費が５

０．５円ということになります。そこで、回収率でございますが、下

水道使用料の１２５．２円を維持管理費６５．５円と資本費５０．５

円を足したもので割りますと１０７．９％ということになります。 

 続きまして、「資料５ 平成２２年度下水道事業特別会計の使用料対

象経費の算出」ですが、先ほどご説明させていただきました資料４の

内訳を記載したものでございます。 

 続きまして、「資料６ 年度別汚水処理費回収状況」について、ご説

明させていただきます。表の一番右側の「汚水処理費回収状況」の合

計欄をご覧いただきたいと思いますが、昭和５９年度には１６．９％

でしたが、年度が進むにつれて回収率は高くなっており、平成１８年

度では、６１．９％となっております。 

 なお、１９年度以降については、回収率の算定方法が異なっている

ことから、数値が高くなっており、平成２１年度からは１００％を超

える数値となっております。 

 また、分流式の一部経費を一般会計繰入金をまわすことの兼ね合い

もあったということで、また、算出方法も変わり、実際に１９年度ま

での算出方法の回収比率を申し上げますので、御記入をお願いします。 

 まず、一番右の表の下から４番目９８．０％となっておりますが、

こちらが従前の方法で算出しますと７０．１％。そして、その下の９

６．６％となっておりますが、従前の方法で算出しますと７６．３％。

そして、１０６・１％となっておりますが、こちらが７８．４％。平

成２２年度１０７．９％となっているところが８２．５％。算出する

経費の算定方法の率が実際には、一般会計繰入金で賄っているという

ことで、実際には１００％は無いということになります。 

 続きまして、「資料７ 東京都２６市汚水処理費回収状況（平成２２

年度）」をご覧いただきたいと思いますが、２６市の回収状況の他に使
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用料単価及び処理原価につきましても乗せていただいております。 

 「次の資料８ 東京都２６市の回収率等項目別順位（平成２２年度」

と併せて説明させていただきます。 

汚水の回収率の一番高いのが、多摩市の１３３．３％で、２６市の平

均では、９２．２％で、本市の場合は、１０７．９％で２６市の中で

８番目でございます。 

使用料単価の１立方メートル当たりの一番高いのが、青梅市の１５

３円で、２６市の平均では、１１５．２円で、本市の場合は、１２５．

２円で２６市の中で９番目でございます。 

処理原価の１立方メートル当たりの一番高いのが、青梅市の２１８．

７円で、２６市の平均では、１２５円で、本市の場合は、１１６円で

２６市の中で１７番目でございます。 

 単純にこの数字で申し上げますと、本市では１㎥の汚水を処理する

ために１１６円の費用をかけ、１㎥当たり使用料を１２５．２円頂い

ているということで、９．２円収益があるということになります。 

 しかしながら、実際には一般会計からの繰入により賄っている部分

がありますので、使用料のみで処理費用を賄うには至っておりません。 

 続きまして、「資料９ 東京都２６市の処理原価と使用料単価との比

較」ですが、こちらは資料８の数値をグラフにしたもので、各市の「使

用料単価」の順番に並べております。 

雑駁ではございますが、以上で資料の説明とさせていただきます。 

ただいま、議題１の説明が事務局よりありましたが、これについて

質疑等があればお願いいたします。 

二つ疑問点があります。先ほど資本費の内容で、資料の１の４/４と

か、あるいは、資料２のページにある、例えば資料１の４/４で下から

２番目の元金が６億２，７０５万で支払利子が 1 億６，０１９万そう

すると、これはどこから借りて利率が何で３年度の利息なのか、随分

利率が高いように…単純に１億６，０１９万割る６億２，７０５万と

か、あるいは、資料２の一番下の元金が３９億２，１４９万６，００

０円で利子が７億８，０５０万６，０００円とかいうことで、割ると

資本費というのは、よく分からない。どこから、どういう条件で年利

なら何利ぐらいのレートで借りているのか、その辺のところが普通の

借金感覚では、分からない。公益、公会計の難しさというのか。そし

て何で、資料６で平成１９年度から算定方法を変えたのか。メジャー

を変えるというのは、ヤードからメートルに変えるとか、そういった

必要性を何でまた、それをメートル換算して、ヤードをメートル換算

にしているような感じで、その２点が分からない。その説明をしてい

ただけませんか。第一にどっから借金しているのか。金融機関など。 

市債の借入と利率ということですが、借入先は政府資金、公営企業

金融公庫、市内の市中銀行、都の振興基金というような所から借り入
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れをしております。 

昭和６０年代に借りたものがあるのですが、一番高いので平成２年

に借りたもので６．７％公営企業金融公庫から借りたものが、一番高

いです。一番安いのは東京都から借りています、０．９５％というよ

うなことでいずれも、５年間据置き、３０年の償還というようなこと

です。 

先ほど、ご説明の中で申し上げましたが、平成１９年度と２０年度

に補償金の免除をしていただいて繰り上げ償還になり、高金利の７％

を超える金利を低利の利率に借り換えをしています。 

繰り上げ償還とは？ 

繰上償還とは、本来３０年かけて返済をしなければならないのです

が、返済の途中で一回それを全て返して、借り換える。ということが

出来まして、高金利のものを低金利に借り換える。その代わり、もし

借り換える場合は通常ですと補償金というのが発生しまして、そうす

ると、せっかく繰り上げしても相殺されてしまうようなことがありま

すので、その１９年２０年の時には補償金を免除しますという制度が

あり高金利のものを前倒しで返して、借り換えた。というようなこと

はございました。 

現在、平成２２年度には、金利別の起債があるということでござい

ます。 

平成１９年度からの回収率の算定方法ですが、国の方で、一般会計

からの繰入金の対象となる経費の見直しがありまして、それに伴って

算出方法が変わるということで、算定方法の見直しがあったというこ

とです。 

実態は従前通りなので、変更はありません。 

例えば、資料１の４/４の下から公債費として書いてある款３項目７

億８，７２５万円で元金が６億２，７０５万円で利子が１億６，００

０万円というと、非常に高い。 

説明の中に件数とか公債費があと、元金が全部合計するといくらで

す。という説明が今回なかった。だから、わからない。 

資料３に起債償還額という償還予定が出来たもので、今、委員がお

っしゃっているのは、６億２，７０５万円というのは、２２年度だけ

の分で実際には、今現在は３９億、今年度末に残っているので３９億

に対しての利率、各銀行の年度ごとに借りた利率によって積み上げた

利息が１億６，０００万。６億２，０００万に対しての利率ではなく、

全体に対してまだ各年度に借りているので、例えば先ほど申し上げた

ように平成２年の６.６％に対しての利子もありますし、一番低い０.

９５％の利子もありますので各年度の利子を積み上げて、それを２２

年度をトータルすると１億６，０００万ありますので、例えば２３年

度は３０何億に対してトータルの利息が１億何千万あるということで
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す。 

資料３の下の表で元金のほうは分かったのですが、この利子は何で

すか。 

資料３の２で「年度末別起債残高（２２年度借入分まで）」とありま

すが、２２年度分までは利率何％と決まっているわけですか。 

それを、返済し終わるまでに毎年毎年元金の返済は年度ごとの各年

度の起債の利息が発生しているのは確定ですよね。それを毎年積み上

げて行くと、その年度ごとの起債を償還し終わるまでに払う利息が、

まだトータルでこれだけ残ってしまうのではないか。 

平成２２年度で残っているのが３９億。来年度は３３億になります

が、３９億に対する利子が上の表の１６億になるわけですね。そして、

３３億に対して１４億になるのですが、この差はどこから出て来るの

ですか。３９億と３３億の差は。 

そうすると下の利子の話が必要ない。下の表で元金がどれだけ残っ

てますか。ということと、利子がどれだけ残っていますか、利子が必

要ない。 

後からの説明で見ると、いつも委員会で当市のランキングが載って

いるけど、汚水処理原価が１１６円/㎥かかるとしても維持管理費が６

５円というのは、市民には説明しやすいが、資本費の５０円というの

は借金でやっている。そして、借金の返済と借金の利子でこれだけか

かる。借金で建設事業をやっているという理解が、なかなか市民感覚

では…。 

そして、維持管理費の人件費は分かるが、資本費の例えば資料４で

５０％ということは全部で４０何％以上かかっているということは、

非常に理解しにくい。算式が下に書いてあるから言われてみれば、そ

うなのですかということですが、資本費の中の元金の支払い、それに

対する利息がこうなっている。もう少し市民に分かり易くしないと、

分かりにくい気がする。 

資料３の読み方が分からなかったが、今やっと分かって来たのは、

平成２２年度であればどれだけ返すかというと、６億２，７０５万円

返す。それが元金の部分で、利子で１億６，０００万返す。合計で７

億８，０００万返しますよと、ところが利子の１億６，０００万とい

うのは、どれに対してかかるものかというと下の表の残高の３９億に

対してかかるのは、それだけだということですね。６億いくら支払い

ますから来年度にどれだけ残っているかというと、３３億残っていま

すよと。その３３億に対してまた利子がかかりますから１億４，００

０万になると上がったり下がったりする。というふうに書いていただ

ければ分かったのですが、やっと分かりました。 

その他で何かご質問はございますか。 

起債残高と書いてありますが、実際は償還予定額と解釈してよろし
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いですか。公債費、起債の償還予定。起債残高と言うから、利子も残

高になるのですか。というような、今説明をお聞きしたら、これから

先も含めた各年度の起債償還予定額というふうに理解していいです

か。 

償還予定額から上の資料３の１の表で、この年度には、これだけ返

していきますよ。という予定額が出ていますよね。下は、今まである

借金の内、上を返したから借金が減っていくというものなので、表の

表し方が１と２を分けてしまっているので、別のものに見えてしまう。

表の作り方を工夫して、皆さんに分かり易ようにすればいい。市民の

人は、償還予定が２２年度までの借入分については、ずっと償還予定

金額の元金はいくら、利子はいくらですよ。市民の人が見て分かり易

いものを…。 

これから新たな起債とは、建設事業とか流域の建設事業の関係で起

債をしていきますので、当然増えていく。減る一方ではなく、増える

ものもあるので、表の作り方について検討させて頂きたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

その他ご質問はありますか。 

資料４と５の関係で、資料４の資本費というのは元金と利子で３億

５，０００万、８，４００万とありまして、資料５のどこから来てる

のか分かりにくい。資料５の右側が資本的経費で３億８，３００万は

資料４とはリンクしていないのでは。 

おっしゃるとおりリンクしていません。何故かというと、資料４は

一般会計からの繰り出し基準に基づいて維持管理経費、資本費をあて

はめてますので、元利償還金がとくに借入償還経費の部分、資料４の

借入金利子償還経費、これは一般会計繰入金から本来繰り入れて良い

と言われている額ですので、その合計が４億３，５９２万４，０００

円になっています。実際、武蔵村山市は借入金償還経費と借入金利子

に対しては対象経費という黒く塗られている所がありますが、実際に

は下水道使用料３億８，３０２万５，０００円入れてます。利子に対

しては９，７８５万円入れています。 

資本費の３億５，０００万（資料４）と３億８，０００万（資料５）

合わない。借入金利子だって８，４００万（資料４）と９，７００万

（資料５）は合わない。そこから疑問が…。作るなら合わせた数字を

入れて作れば。先ほどの説明では、資料５は内訳です。という説明だ

ったので数字が合ってないとおかしい。 

合わない説明をお願いします。 

資料５対象経費の人件費、３，９８８万４，０００円が資料４の一

番上３，９８８万４，０００円ですね。その下はずっと合っていて、

流域下水道維持管理費までは合っている。その後が… 

合っているのですが、算出の時にこのままの数字を入れられない。 
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どうして入れられないのか。 

資料４の資本費の合計は４億３，５９２万４，０００円になってい

ますが、これは一般会計から繰り入れていいですよ。という基準に基

づいて金額を入れさせていただいています。実際、資料５の借入金償

還経費と借入金利子償還経費に入っている額は実際に一般会計から繰

り入れている額に基づいて入れさせていただいています。繰入金とし

ては４億３０００万出ますが、武蔵村山市は下回った、一般会計から

はそんなに繰り入れていない数字を入れさせて頂きました。そこだけ

は、基準額と実繰り額の差が出てしまっている。 

資料４は理論値ですね。 

基準額に基づいて数字を入れています。 

資料５は実際の数字ですね。 

決算に基づいた数字を入れています。実際４，０００万ぐらい差が

生じてしまう。 

何で生じるのかを説明してください。 

４億３，０００万まで繰り入れが可能ですが、実際には一般会計に

頼らないで使用料で賄っています。 

一般会計で入れているお金は３億２，０００万ですよね。 

それは、実際の一般会計繰入金で、基準額として入れていい額とい

うのはもっと上です。基準額を下回った額を一般会計から繰り入れる。 

一般会計に頼らないで使用料から、やりくり出来ているということ

です。 

従前は同じで来ていましたが、たまたまここで内数になっております

が、それぞれ誤りではなく、資料４は繰入可能額で決算数値を参入す

ると、この数字になります。実際には繰入金は下回っていますので資

料５と資本費のところが異なってしまった。ということでございます。

分かりにくい資料で申し訳ございませんでした。 

算出方法の維持管理費の計と資本費の計が分かれていますよね。資

料５も同様に区切って維持管理費の計を出して、なおかつ最後の借入

金利子支払経費をやれば、間の計算が違うということは無くてトータ

ルすると６億６，３２４万６，０００円になる算出方法の計算のとこ

ろが。３億５６２１万円のところを、５億６，５３９万６，０００円

を書いてないから分かりにくいのではないか。連続してやってしまう

から、計算が違ってしまう。 

５億６，０００万というのは算出方法で出していて、なおかつ、ここ

に出ていないのは一回区切って維持管理費を５億６，５３９万円計上

すれば、分かり易いのではないか。算出方法がせっかく計算されたの

にもったいない。全部連続して足してあるから、違うのではないか。 

 はい。資料５と資料４の小計の維持管理費と資本費と分けて表示を

するほうが分かり易いということで、今後の課題にさせていただきた
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いと思います。よろしくお願いいたします。 

 では、つじつまのあった数字を次回出していただくということで、

よろしいですか。 

資料４の話が出ていましたが、使用料単価１２５．２円、汚水処理

原価１１６円とありますが、合計が使用単価ですか。それとも内訳で

すか。 

１２５．２円が使用料単価です。汚水処理原価は上の表の維持管理

費と資本費を合計したものです。 

例えば支払として合わせたものは立米の単価になるのですか。 

維持管理費と資本費を合わせた額が使用料の対象経費の合計です。 

単純に言うと、市民の皆さまから頂いておりますが、１㎥分の費用

を皆さんから１２５．２円いただいています。それで、実際にかかっ

ている費用、維持管理費と資本費ですから１１６円しかかかっていま

せんよ。１㎥あたり本当は９円儲かっているのではないか、じゃあ料

金を安くすればいい。という話になってしまいますが、先ほど課長が

ご説明したように算出方法が違っていて、黒字になっていて市が儲か

っている形になっているが、実態は儲かってはいない。 

その実態というのが資料５の数字ということですか。そうすると超

えますよね。 

従前の算出方法でいうと、平成２２年度８２．５％。 

ということは、どっちが変わるの？使用料単価が安くなるのか、原

価が上がるのか。 

原価が上がる。 

単価が下がる。お金が一般会計から入る。 

さっき、資料１の４/４で㎥あたり３８円という説明がありますが、

それは関係ないのですか。 

東京都の流域下水道が汚水を処理するための、市から払う費用が１

㎥当たり３８円で、それを武蔵村山から東京都のほうにお支払する、

この中の一部になります。 

その他にご質問はありますか。 

使用料収入とありますが、これは自宅でいうと水道料と下水道、両

方払っていますよね。それの合計でいいですか。 

料金につきましては、水道料金と下水道料金合わせて、要するに水

道料１０㎥使えば下水道も１０㎥流しました。ということになります

ので、一緒に払っていただいていますから、市の収入は、その内の下

水道の料金です。 

あくまでも、下水道だけですか。 

はい。 

料金の徴収は水道と一緒にやってもらっていますから、徴収料も徴

収委託料といいますが、とっていただいている料金も市から。委託を
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して東京都水道局に料金を徴収していただいている。 

一件あたり、いくらですか。平均で。 

都のほうでやっている委託料は約７，０００万円で、どこの市も同

じような形で東京都に委託しています。 

その他ありますか。 

資料２のところに２６市の２２年度決算状況がありますが、本市の

場合は繰入金の割合が２２．６％。他市と比べると低いのですが、各

市で財政健全化検討委員会の会議をもってる市が２６市中どこがある

のか。それを調べてもらいたい。 

これだと、上げるような理由がない。使用料の関係も２６市見ると

武蔵村山市は安くなっている感じ、２年前に１０％、３年たったけど

上げて、市民に説明が付きにくい。それが疑問。例えば、今後第４回

５回の会議で出て来ると思いますが、耐震とか３０年たったから５０

年の耐用年数が限度にきてしまう。そのための準備がこうですよとか。 

例えば、実施計画２７年度まで償還が出ていますよね。それらを見

越して、それなりに何かあればだけど、例えば下水道プランを読んで

みると繰入金にしても１５％にとどめたいという２０何年末の目標が

あるよね、そういう根拠を出してもらわないと、この下水道料金の健

全化ということで考える本当の根源ですよね。行政としては使用料を

十分にとってもらったほうがいいかもしれないけど、色々な時期とか

もあるので、その辺を十分この委員会で納得出来るような根本的な資

料がないとあれじゃないかなと。ただ我々に、予算の内訳を説明して

も、分かりません。 

ありがとうございました。先ほど委員さんから、徴収委託料の一件

当たりの金額についての御質問がありましたが、次回までに確認をさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

副会長から、お話がありました件ですが次回、多摩川と荒川の水再

生センターの今後の施設の建築計画や最近の見込みはどうなのか。武

蔵村山市の先ほどお話にありましたが４９年に事業認可で事業を進め

て、３７年が経っていますが改修計画ですとか。耐震化の問題もあり

ますので、そういった計画について、次回ご説明をさせて頂いた中で、

これからお金がかかるということも、ご説明をさせていただければと

思います。よろしくお願いします。 

主婦の立場から、まったく知らなくて資料を見てびっくりしました。

主婦って意外にそんなじゃないかなって、もちろん水道使うことは主

婦以外でもありますが、こんなに借金があって大変というのは、きっ

と分かっていない。私たちは、料金を払っているから、それで賄えて

いるかなという感覚。そういう方が多いと思う。一般の方にも分かる

方法は何かありませんか。市報に載せるとか…。 

こんなに負債があるとは、知らなかった。 
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決算の状況などは市報に載せていますが、この負債というのは、昭

和４９年頃から下水道の管を作りました。その時に莫大な経費がかか

った。この時に借金をしたのを３０年もかけて払い続けている。とい

うことですので今やっていることに、こんなに借金があるわけではあ

りません。 

下水道料金の上に少しずつでも乗せていって、普段から少しずつ減

らして行くことは出来ないのかなと思いました。 

下水道料金の中には入っています。先ほどの計算で資本費というの

が借金を返す費用なので、維持管理の費用と借金を返す費用を足した

のが経費になるので、料金の中に入っています。今、お支払いただい

ている使用料の中には、それも含まれているということです。 

確かに一般市民の方は借金がこんなにあるとか、以前、繰上償還を

やっていましたが、そういうのもやるのはいいが、下水道の施設自体

が数十年の耐用年数だから、いまの世代だけで負担していいものかど

うかあると思う。だから起債という３０年ぐらいかけて返済というの

があるので、その辺も市民の人に説明しないと。後は、副会長さんが

おっしゃったように、これから先どういう事業があるから、それでも

数十年かけて返済しても毎年これだけは返済が上がっていかざる得な

いというところを訴えるしかないような。 

３０年経った管は、ほとんどコンクリートの管ですから、老朽化し

てしまうので、これからもっと工事費がかかる。今までは穴掘って埋

めてそれで終わりだったけど、今は流れる所を流さないで工事する方

法がありますが、昔は下水がなかったから、どこも配管していなかっ

た。本管を入れて枝管全部繋いで今流していますが、今下水を止めて

しまうと生活出来ない。益々これからお金がかかると思う。そういう

ことも含めて、上げてほしいのは、どうしてかっていうのは、工事費

がかかると。 

まず大変だと思います。今までやってきた工事以上にお金がかかると

思います。 

耐震化もありますしね。 

まだ、下水完全にやっていない所が５００何件かありますよね。 

それは、接続していない管ですね。 

くみ取りやっている所が１５０件と書いてありますが、そうなると

また費用がかかる。 

それは、個人負担です。管は整備してあるのですが、事情があり下

水道に接続していない世帯です。 

２２年度歳入歳出資料１の１/４から４/４までありますが、歳入に

ついて、款１から款９まであり歳入合計までありますが、１５億それ

で最後の４/４の歳出合計１４億この差額は… 

収入と支出の差がありますが、その差額については翌年度に繰越し
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ます。 

繰越すという科目があっていいのですか。 

はい。ございます。１/４の款７繰越金です。 

毎年毎年、事業は続いていますので今度は２３年度に繰越しされま

す。 

今ここに載っている款７は、去年から今年に繰り越したお金が載っ

ています。今度は今年から来年に繰越した金額は、来年の決算の時に

載ってくることになります。 

普通合わないと繰越金というかたちで載っていますよね。残高を。

なぜ無いのか。 

特別会計に限らず、そういった仕組みになっています。要するに、

この差引は歳入から歳出を引いた残りは、２３年度の繰越金というこ

とでここに入ります。 

その他にご質問はありますか。 

それでは議題１はこれで終わらせて頂きます。 

それでは、議題２「その他」に入ります。 

事務局より説明をお願いいたします 

それでは、議題２「その他」について説明させていただきます。 

その他の第１点目といたしまして、「会議録の承認について」ご説明

させていただきます。 

会議録の承認につきましては、「武蔵村山市附属機関等の会議及び会

議録の公開に関する指針」の第１１条に規定されておりまして、会議

録は当該会議録に係る会議の開催日以後１か月以内に会議において承

認を受けて確定するものとなっております。  

そこで、あらかじめ郵送でお送りしました会議録につきまして、承

認していただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

第２点目として、今後の会議の開催予定につきまして、調整させて

いただきたいと思います。 

前回の会議におきまして次回の第４回検討委員会を９月２６日（月）

午前１０時からで承認をいただきましたが、第５回目といたしまして、

１０月２４日（月）の１０時又は１０月３１日（月）の１０時のいず

れかの日程で調整させていただきたいと思います。 

以上で説明とさせていただきます。 

それでは、議題２について２点ございます。まず事務局より第１点

目の「会議録の承認について」ですが、送っていただいた物に第２回

会議の会議録が入っております。これは、短いのでお読みいただいた

と思いますが、これにつきまして何かご意見ありますか。 

お認めいただけますか。 

はい。 

２回目の時に１回目の会議録を渡されて、承認は無理なので読んで
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会議の公開・  

非 公 開 の 別  

■公   開                        傍聴者：     ０ 人 

□ 一部公開 

□ 非 公 開 

※一部公開又は非公開とした理由 

   

   

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別  

■ 公   開 

□ 一部開示（根拠法令等：                             ） 

□ 非 開 示（根拠法令等：                             ）   

 

庶 務 担 当 課  都市整備部  下水道課 （内線：２５５） 

（日本工業規格 A列４番） 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

会 長 

委 員 

会 長 

いただいて、そして今日の会議で質問があれば、お受けするというこ

とでお願いしたいのですが。それについて何かありますか。 

ないようなので、１回目のも承認されたとさせて頂きます。 

第２点目は、９月の会議は２６日の午前１０時からに決まりました

が、５回目としまして１０月２４日か１０月３１日月曜日１０時とい

うことですが、どちらが良いですか。 

すみません。１０月３１日は予定があるため３１日の午後にしてい

ただくか、２４日なら１０時にお受けできます。 

２４日が好ましいという意見が出ましたが、いかがですか。 

はい。 

では、１０月２４日（月）１０時からということで。 

その他ご質問はございますか。 

なければ、次に、第２点目の「今後の会議の開催予定」についても、

お認めいただいたとします。 

それでは、第３回武蔵村山市公共下水道事業財政健全化検討委員会

を終了したいと思います。 

皆様長時間に渡り誠にありがとうございました。 

 


